
4.水 稲の倒伏程度と自脱型ヨンパイラの作業精度

1 背 景と特徴             .

稲作機械化の花形である自脱型コンパインの作業の能率と簿度の関係のうち、特に稲の倒

伏状態との関係を追究した結果、
一つの傾向を把解できたので指導上の参考に供する。

2 技 術内容

○倒伏fF_度21iXll取り方法と損失重比率
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(1)倒 伏時期が早い稲ては、X8取り時における稗の強度がSSり、刈取り姿勢及び脱穀時の穂

の不揃い等から減スが多くなることが考えられる。

(2)稲 の茎案水分が 85%以 上の条件ては、継続的な収穫作業が不可能になる場合が多い。

4 試 験成績の概要
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